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大和川 ⻲の瀬を歩く

⽇時︓2022年4月15⽇(⾦) 晴

場所︓大阪府柏原市・奈良県王寺町

参加者︓⾃然と環境科 16名

案内︓国交省近畿地⽅整備局
大和川河川事務所

・⻲の瀬は、⼤阪府と奈良県の府県境付近の⼤和川が⼤阪平野に抜
けようとする狭窄部に位置している。⻯⽥越えと知られ、古来から
⼤和となにわを結ぶ交通の要衝であったが、地すべりが起きる地域
として恐れられてきた。

・明治〜昭和40年代に渡って数回⼤規模な地滑りが発⽣、⼤和川が
せき⽌められ奈良県側は⽔没、また⼤阪鉄道（旧国鉄）の⻲瀬トン
ネルが地中に埋まってしまった。

・以降、60年にわたって国交省により⼤規模な地滑り対策が⾏わ
れている。

⻲の瀬って何

⻲の瀬地すべり地帯

歩いたコース

⻲の瀬

地すべり資料室
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大和川水系

地すべりエリア
⻑さ
1,100ｍ

幅
1,000ｍ

深さ
70ｍ

容量
1500万㎥

平均斜度
12°

地すべりの歴史

1.出土木片から4万年以上前から地すべりがあった。

2.万葉時代 ⻯⽥道(⼤和となにわを結ぶ街道)は畏(かしこ)
の坂としておそれられていた

3.地すべりの記録 明治以降
明治36年(1903）、昭和６年(1931）、昭和42年(1967）
と⼤規模な地滑りが発⽣

4.特に昭和６年(1931)では全体に30ｍすべり、⼤和川がせ
き⽌められ奈良県側は⽔没、また⼤阪鉄道（旧国鉄）の⻲瀬
トンネルが地中に埋まった。

被害状況（昭和6、7年）

崩落

⻲裂

旧関⻄線⻲の瀬隧道埋没
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徒歩連絡道路

奈良県王寺町冠⽔

関⻄本線付け替え

地すべり発生のメカニズム-地質構造

約450万年前、ドロコロ⽕⼭2回噴⽕、溶岩流が⼤きく２つの層に分けられる。土台は旧ドロコロ溶岩で
できた硬い地層(花崗岩・安⼭岩）その上を新期ドロコロ溶岩（⽔を含んですべりやすい粘土質）の地層
が覆っている。２つの地層の境目はすべり台のように傾斜している。隆起スピードが⾦剛⼭地に⽐し早い

今、地すべりが発⽣したら

奈良県 浸⽔被害

⾯積︓
600Ha

被災︓
4,700世帯、
650社

⽥畑︓
230Ｈa

被害想定額
0.3兆円

その他
交通・鉄道途絶
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⼤阪 浸⽔被害

⾯積︓
5,400ha

被災︓
18万世帯、
3.4万社

被害想定額
4.4兆円

その他
交通・鉄道途絶

対策⼯事︓昭和37（1962年）〜

地すべり対策
1.抑止工…土どめ

深礎工
鋼管杭工

2.抑制工…土排除排水
排土工
地下水排除工

配置図深礎⼯
コンクリート柱
3.5ｍ径、⻑さ
100ｍ、170基

鋼管杭
560本

地表⽔路
2,772ｍ

集⽔井
径3.5ｍ
深さ56ｍ(max)
54基

集⽔ボーリング
延⻑147ｋｍ

排⽔トンネル
1〜7号、
延⻑7,236ｍ

排土
90万㎥/18年

深礎⼯︓コンクリート柱、6.5ｍ径、⻑さ100ｍ、170本

集⽔ボーリング 延⻑147ｋｍ

集⽔井︓径3.5ｍ、深さ56ｍ（MAX)、54基

排⽔トンネル︓7本、延⻑72ｋｍ
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対策後

変動

深礎工数

1.植樹・公園・広場

2.地すべり集中監視システム

3.目に⾒える地すべり発⽣なし

4.投入費用850億円＜＜想定被害4.7兆円

5.日本遺産に認定
→観光振興につなげる

対策後現在の状況

現場⾒学

排水トンネル

排水トンネルを歩く

集水井
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旧大阪鉄道 ⻲の瀬隧道

明神山（274ｍ）

明神山より⻲の瀬俯瞰

明神山の展望

• まとめ

1.地すべり対策とは壮⼤な事業である
土⽯流・土砂崩れとはスケールが違うことを実感。

2.⼤阪の防災は⼤阪湾の津波を想定しているが、同時
に後背地のことも考えなければならない。

3.自然と環境科は、地球環境問題について学んでいま
す。関心のある方はご一緒に勉強しませんか。

自然と環境科

大和川 ⻲の瀬を歩く

おわり

⾃然と環境科


